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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成20年８月14日に提出いたしました第49期第１四半期（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30

日）の四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期

報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第５　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

注記事項

　（株主資本等関係）

　　１　発行済株式に関する事項

 

第一部　企業情報

第５　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

注記事項

　（セグメント情報）

　　事業の種類別セグメント情報

 

第一部　企業情報

第５　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

注記事項

　（セグメント情報）

　　所在地別セグメント情報

 

３ 【訂正箇所】

　訂正箇所は　を付して表示しております。

 

第一部　【企業情報】

第５　【経理の状況】

１　【四半期連結財務諸表】

【注記事項】

　（株主資本等関係）

　　１　発行済株式に関する事項

 
（訂正前）
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株式の種類 当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 88,148,431

 
（訂正後）

株式の種類 当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 88,148,431

Ｂ種優先株式 (株) 1,000,000

 

第一部　【企業情報】

第５　【経理の状況】

１　【四半期連結財務諸表】

【注記事項】

　（セグメント情報）

　　　　　　【事業の種類別セグメント情報】

 
（訂正前）

＜前略＞

（注）３．　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 １会計処理の原則及

び手続の変更 (2)「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用」に記載のとおり、棚卸資産について

は、従来、主として移動平均法に基づく原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、

主として移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法）により算定しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結会

計期間のソーシャル・コミュニケーション・ギフト事業の営業利益は12百万円増加しております。

 
（訂正後）

＜前略＞

（注）３．　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 １会計処理基準に関

する事項の変更 (1)「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用」に記載のとおり、棚卸資産について

は、従来、主として移動平均法に基づく原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、

主として移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法）により算定しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結会

計期間のソーシャル・コミュニケーション・ギフト事業の営業利益は12百万円増加しております。

 

第一部　【企業情報】

第５　【経理の状況】

１　【四半期連結財務諸表】

【注記事項】

　（セグメント情報）

　　【所在地別セグメント情報】

 
（訂正前）

＜前略＞
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（注）３．　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 １会計処理の原則及

び手続の変更 (2)「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用」に記載のとおり、棚卸資産について

は、従来、主として移動平均法に基づく原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、

主として移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法）により算定しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結会

計期間の日本における営業利益は12百万円増加しております。

 
（訂正後）

＜前略＞

（注）３．　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 １会計処理基準に関

する事項の変更 (1)「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用」に記載のとおり、棚卸資産について

は、従来、主として移動平均法に基づく原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、

主として移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法）により算定しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結会

計期間の日本における営業利益は12百万円増加しております。
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